
昭 和 5 9 年1 1 月2 6 日

】王!方〔者じ欠日 事

鈴 木 俊 一 殿

東京都動4勿保誕管理を臨

会 長  オ公 井  五

浦品吊港せ軍ll料7

動 物 保 誕 相 談 員 の 、設 置 に つ い て

( 中 1 聞報 告 )

l f g和5 7年 3月 2 9日付5 6術環 獣第 54 7号 で諮問 のあ った この ことにつ 1

い て、別 紙 の とお り審議 会 等 を伊U 催 し、調査 笛諭 した結 果 、下記 の とお

り当 面の意見 を と りまとめ たので報告 します 。



記

動物保誕相談員付す」度 (以下 「制度」という。)に ついては、〈束万く都動4勿の

保護及び管理に関する条例〉において 「知事は、この条例の施行について協力

を求 め るた め、必要 があ ると認 め るときは 、動 物 保 護相 談員 を 置 くことがで き

る。」 と規 定 して いるが 、そ の機 能 等 に つ いては定 めがな い。

しか しな が ら、 この|け」度 に対 して条 例 の期 待す る と ころは 、広 く都 民 の 日常3

生 活 の中 にお いて 、民 間人 の手 によ る自然 な)レで の動物 愛誕精 神の浸 透 と普 及

を 図 り、動物 の保 護管 理行 政 の過 切 な推進 に答 与 せ しめよ うとす る ことに あ る

と理解 す る ことがで き る。

この よ うな観 点 か ら、 この制 度 が真 に意義 あ る十け」度 として存 立 し得 る条 件 に

ついて考 えてみ る と、 まず 、その担 うべ き役 筈」機 8Bが 、社 会 的 に も現 実 的 にも

円滑 に多 くの人 に受 け容 れ られ る妥 当性 を有 し、 か つ、民 間人 の活動 と して無

理 な く遂 行 し得 る もので あ る ことが必 要 で あ り、 このた めの相 当数 の遜 切 な人

材 が容 易 に得 られ る とい う内容 を持 つもの で な けれ ばな らな い と考 え る。

また、 この制 度 が社 会 に定 着 す るためには 、あ る程 度 の動物 愛 護 に関 す る社

会 的な関心 な り、 ムー ド面で の素地 が社 会 そ のも の に も存 す る こ とが欠 くこと

ので きな い条件 で あ ろ うと思 われ る。

一
方 、Tし県 市 にお け る先発 の これ らの類似|け」度 を み ると、実惜 面 に お いて充

分 に成果 を1灰めて い るとは い い難 い状況 にあ る とい え る。

ひ るが え つて 、都 におけ る動物 の保 護及 び管 理 行政 の現状 を み る と、今 や漸

く、各種 のキ ャンペ ー ンや行 政活動 は緒 に つ いたば か りで あ り、現 状 は 、 まさ

し く公共 的活動 領域 の形 成 期 、若 し くはニ ーズ が 固 ま りつ つあ る時 期 に あ る と

見 る ことがで き る。

以上 の よ うな状況 を判 断す る と、結論 として現時 点 で の制 度設 置 に ついては

そ の話条件 も未 成 熟 で あ つて 、混乱 を招 くおそ れ もあ る。

よ つて 、都 として は 、今後社 会啓 発 と行 政 活動 の充 実 に努 め 、か つ既存 の民



間活動 との連携 を深 め、事態 の進 展 を 図るな かで 、現実 的なニ ーズ の把 握 や制

度 の機 能 、在 り方 に つ いて喜1続き慎 重 な検 言すを進 め て行 くことが適 当で あ る と

考 える。
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虹 東 京都動物保護管理審議会における1聞題点 と意見の概要

1  相 談員 の役 割 の明確 イヒに つい て

(1)相 談員 の役 割 としては 、
一般 的 に次 の事項 が考 え られ る。

ア 簡 易 な苦情 に対
・
応 す る こと。

イ 適 正 飼 養 に つ いての助 言 、指 導 を行 う こと。

ウ 動 物 愛 誕思 想 の普及 ・啓 も うに 脇力 す る こと。

工  負 傷 動物 の対応 に ついて 脇力す る こと。

オ 犬 。猫 のBI取 りに 協力 す る こと。

カ ボ ラ ンティ アやオ ピニ オ ン リーダ ー として活動 す る こと。

キ  そ の′Fし、行 政施 策 の周知 に 防力 す る こと。

(2)以 上 の よ うな相 談員 機能 のな かで 、 どの よ うな役 苦‖を予定 すべ きか

について は慎 重 な検 討 が必 要 で あ る。

一 l17 1」と して 、動物 の飼 養 に係 る相 隣 間 の トラブ ルの調整 を考 えてみ

ても、そ こには 自 ら相 談員 の私 人 としての責 任 の範 修ビや立場上 の限 界

があ って 、そ の活 動 が妥 当の範 囲 を超 えれ ば公的制 を旺と して の当否 が

間 われ 、制 度 の形骸 化 を来 たす おそれ が あ る。

ゆ えに 、 この制 度 を単 な る行 政 活動 に対 す る協力者 として の消 極 的 、

受 動 的な機 台旨に留 めてお くか 、あ るいは専 門的な助 言 、指 導 の機 能 ま

で拡 げて考 えるべ きかな ど、行 政 の守備 範 囲 と相談員 の役 を写」、責任 の

分担 区分 や両者 の連 携の在 り方 な どに ついても慎 重 な検 討 を行 い、Llg

確 に し て お く必 要 があ る。

2 相 談員 の人材 確保 に ついて

本国談員 と しての適切 な人材 確 保 は この十け」度 の成 否 の鯉 であ る。

相 談員 は 何 よ りも住 民 の身近 なるモ在 で あ つて、気軽 に相 談で きる人 で



あるべきことは論を挨たないところで、この意味からもかなりの人数が

確保 され る必 要 が あ る と思 われモる。

そ して 、 これ らの相 談員 とな る人 は 、様 々のペ ッ トの生 理 や飼 養 に つ

いての充 分 な経 験 と知 識 が あ り、動 物 愛 談 に つ いての熱 意 を持 った人 で

あ る ことを要 す る ことは
//J論であ る。

しか しな が ら、現実 には 、動物 愛 護家 を 自認 す る人 々の 中 には 、 とも

すれ ば動 物 中心 の偏 つた考 え方 の人 も あ り、 また一
方 、 これ に対 して動

物 を迷 惑 と考 え る人達 も多 く、円滑 な十1封度 の運営 の た めには 、適切 な人

を得 る ことが何 よ りも肝 要 で あ る。

また 、有為 な専 門家 を求 め よ うとすれ ば 、それ らの人 達 の活 動 の時 間

的余裕 の確保 や処遇 等 も問 題 化 して くる。

この よ うに 、相 談員 の役 割 と人材 確 保 は相 関 して お り、多 くの問 題 が

存 し、現段 階 で の人材確 保 の見通 しは 困難 といわ ざ るを得 な い 。

他 県 市制 度 の実行性 に つ いて

他 県 市 の実施 して い る相 談員 類似 の付子」度 は 、獣 医 箇『によ る特 定 動 4勿の

飼 養者 の指 導 、畜犬登 録 の推 進 、犬 。猫 に ついて の適正 飼 養 の普 及 。啓

も う事業 へ の協力等種 々の 内容 が あ り、報邸‖や役督」等様 々で あ るが 、 い

ずれ も対象 者 との人 間関 係問題 に よ る活動 の限 界や 、公 民 の役 割 の不 明

確 イヒ等 の問題 が あ つて 、有効 、適 切 、か つ充分 な機 能 を発揮 して いる と

は い い難 い よ うに思 われ る。

行 政対応 と社 会状 況 に つ いて

1)昭 和 50年代 前半 の条 例 の検 討 期 に おけ る都 の動物 行 政 の実態 は 、狂

犬 病 予 防法 の体 系を主軸 とした野 犬捕狂 が中心 で あ り、不用 動物 の引

取 り等 の動物 愛 護面 の事業 活 動 は殆 ん どな され て いな い状 況 で あ つた。



従 って 、新 しい動物盤 誰施 策 の 普及 推進 の必要 性 は 認識 され て いた

も のの 、そ の方 策 に つ いては 、主 と して民間 の手 に よ る事業 活 動 が主

力 とな らざるを得 な いも の と して認f機され て いた。

(2)条 例施 行後 の行 政 の状況 と しては 、条例 の制 定 に よ り、不用 動物 の

引取 り、普及 ・啓 も う等 の業 務 が正 規 の業 務 として位 置づ け られ 、 こ

れ と時期 を 同 じ くして 、飼 い犬 のけ い留義 務 の徹底 、野 犬 の激 は 、ペ

ッ トブ ー ム とい った状況 が現 出 した 。

この様な状況があい挨って、動物盤護面での新しい諮行政活亜」の実

績 は急 伸 し、担 当職員 間に お いて も 、動物 愛 護 の指 導 を 中心 とす る業

務 を指 向 した意 識変革 が急 速 に浸透 した。

加 うるに 、昭和 58年度 の動物 愛 談セ ンター開設 、59年 4月 には動物

愛 談 の機 能 を附 加 した新 しい動物 管 理事務所多摩 東 支所 の新 装 改築 と

い う施 設機 能 面 で の充 実 があ つて 、さ らに動物 盤 誕行 政 顧Fで業 為【は進

展 を 図 られ つ つあ る。

(3)社 会 一
般 に おけ る動物盤 誕 に関 す るムー ドにつ いて は 、さきの動 物

愛 護週 間行 事 や コア ラの報道 等 、マス コ ミ側 の取上 げ方 も好 意的 で あ

り、動物 管 理事務所 に寄 せ られ る都 民 の反応 にも 、次 第 に ムー ドが変

化 しつ つあ る と報 告 され てお り、今 後 の概 るい展望 が期;待で き る。

上以


